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１．はじめに

国土交通省では、建設生産システム全体の生産性

向上を図るため、BIM/CIMの導入を推進している。

河川系機械設備においても、2018年3月にCIM導入

ガイドライン（案）機械設備編（素案）を策定し、

水門設備を中心にモデル詳細度などの共通定義が示

され、試行が始まった黎明期にある。

本研究は、フロントローディング・コンカレント

エンジニアリングを実現するために、機械設備の

BIM/CIM（以後「モデル」という）に関する課題を抽

出し、対応方針を示すことを目的としている。

２．試行事例に見る活用効果と課題

河川系機械設備の試行事例（小型ゲート設備の設

計、ダム用ゲート設備及び河口水門の施工）におい

て、「各部の干渉確認」「施工計画立案」「維持管

理への活用」等の効果が現れていた。しかし、土木・

建築モデルと異なるソフトウェアが使われるため、

統合が難しい点や、機械メーカのノウハウや知的財

産の保護、モデル構築に係る労力や経済性の問題な

ど解決すべき課題が多いことが分かった。

３．小形ゲート設備と排水機場のモデルの試作

今年度は主に互換性の問題に着目し、実在する小

形ゲート設備と排水機場を対象として、機械設備と

土木・建築を統合したモデルを試作した。小形ゲー

トでは、扉体や戸当り形状を調整できるパラメトリ

ックモデル（図-1）として土木構造との干渉確認機

能を検証するとともに、排水機場では土木・建築モ

デルを別に作成した上でIFC（国際標準データ形式）

を介して機械系3次

元CADソフトウェア

で作成したモデルと

統合（図-2）し、配

管・配線の数量自動

算出機能等の確認を

行った。

機械系3次元CADソ

フトウェアでは、構

成要素からモデルを

作成して組立てることから、各部の干渉確認などの

機能は充実して

いるが、IFC読込

みにおける制約

及びIFC統合後

の調整労力は大

きいため、異な

るファイル形式

を読み込むことができるビューワソフトに着目し、

活用を検討した。その結果、ソフトウェアによって

は基本的な「形状」を統合できることがわかった。

４．今後の予定

作成するモデルの詳細度及び属性情報は、詳細す

ぎると作成労力及び経費の増大とメーカの知的財産

を脅かす可能性が顕在化することから、必要最小限

のモデルで実用効果をあげる工夫が必要である。

今後、試作したモデルを基に設計・施工・維持管

理の各場面で求められる構成要素モデル作成方法及

びビューワソフトの活用法について具体化していく。
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図-1 小形ゲートモデル 

図-2 排水機場モデル
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１．はじめに 

インフラ点検の需要が多く見込まれる中、人口減

少や少子高齢化による労働力不足は、平時及び災害

時などの両面において、点検の実施に大きな課題と

なる。そのため、ロボット技術の活用が期待されて

いるが、シーズ技術が実際の現場で活用・普及する

ようになるまでには、いわゆる「魔の川」、「死の

谷」、「ダーウィンの海」を克服する必要がある。

国総研では、如何にしてこれらを克服するかの研究

を行っており、ロボット技術に関するデータベース

の運用と、ニーズ側・シーズ側の両者による研究開

発を促進するための活動（コミュニティ活動）を柱

とする「インフラ用ロボット情報一元化システム」

（図－１参照）の構築を目指している。 

図－1 一元化システムの構成 

２．ロボット情報データベースの改良 

ロボット情報データベースの目的は二つある。一

つは、ニーズ側に対してカタログ的な情報を提供す 

ること。もう一つは、シーズ側に対して現場検証に 

おける評価の項目や評価の基準、他社の技術の評価 

結果を提供することにより、ロボットを開発する際 

に参考としてもらうことである。 

本年度は、災害対応に取り組んだ経験を有する建

設業関係者に対して、データベースの改良に向け、

実際に本データベースを用いてのヒアリング調査を

行った。ニーズ側による本データベースの平時・災

害時の活用場面の具体化、操作性や付加機能の検討

を進めた。 

３．ロボット技術研究開発促進活動の検証 

実際の現場で活用できるロボット技術が開発され

るようにするため、技術開発から社会実装に至るま

での各プロセスにおいて、具体的なテーマを設定し

て活動（写真－１参照）を行っている。 

本年度は、昨年度から引き続き「インフラ点検へ

のAIの活用」に関して、ニーズ側からの情報提供や

シーズ側からの技術提案に対する意見交換を行った。

今後更に、これらの活動を検証し、ロボット技術の

社会実装を促進するシステムを確立する。 

写真－1 コミュニティ活動の様子（写真差し替え予定） 

４．おわりに 

本研究は、戦略的 イノベーション創造プログラム

（SIP）により実施したものである。 
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研究動向・成果
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